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神辺中学校区 校番３４ 福山市立 神辺中  学校 
   

 最終更新日 2022年（令和 4年）10月１日 

 

ミッション  福山に愛着と誇りを持ち，変化の激しい社会をたくましく生きる子どもを育てる。 

ビ ジ ョ ン  「福山１００ＮＥＮ教育」の基本理念のもと，各中学校区・学校が「２１世紀型“スキル＆倫理観”」の育成に向けた特色ある教育課程を編成し， 

日々の授業を中心として評価・改善を進めながら，子どもたちの確かな学びを実現している。 

児童生徒の現状 
〇自分で決めたり選択したり考えたりするこ

とが楽しいと実感する児童生徒が増えてき

た。 

○自らが学校や学級を創る主体となり，創意工

夫を行う児童生徒の姿が見られる。 

●自分で決められなかったり，考えることが難

しかったりする児童生徒への支援や安心して

通い学ぶことができる環境づくりを更に進め

てほしい。 

 

育成する力 

(21世紀型“スキル＆倫理観”) 

コミュニケーション   人としての思いやり 

 

めざす子ども像 

(義務教育修了時の姿) 

自他の良さを認め合いながら，未来を切り開き，地域・社会に貢献する生徒 

 

中学校区として 
統一した取組等 

○ 児童生徒が，授業での学びを日常の様々な場面で活用し行動できるようになる。 

○ 児童生徒が，自己肯定感・自己有用感を高める。 

○ 校種，教科・領域をこえた合同研修等を行う。 

 

現 状 

＜生徒＞ 

〇豊かな発想をもち，表現しようと努力する生徒が多い。 

〇ボランティアや校外での活動を積極的に行う生徒が多い。 

●自分の夢や目標，進路が明確でない生徒が多い。 

●不登校・長欠生徒の割合が高い。（出現率 5.6％） 

＜授業＞ 

〇ペアやグループで話し合う活動を積極的に行う。 

〇向上心をもって，学習に取り組む生徒が増えてきた。 

●人間関係が希薄なため，自分の意見や考えを伝えることに抵抗を感じて

いる。 

●自ら課題を発見し，取り組むことができていない。 

 

育成する力 

(21世紀型“スキル＆倫理

観”) 

自他の良さを認め合いながら，未来を切り開き，地域・社会に貢献する生徒 

  

学びに向かう力 コミュニケーション力 思いやり・感謝する心 

めざす 

子ども像 
 

生徒同士の対話，教員との対話を

通じて，自己の考えを広げ，深め

ることができている。 

他者の意見を聴き，自分の考えを

伝えることができる。とともに，

他社の意見を受け止め尊重する

ことができ，協力・協同して参画

できる。 

自分や他者を大切に思うことが

でき，親切にし，いたわり，励ま

し，助け合い，協力し合うことが

できる。 

 選択した情報を基に，自分の考

えを形成したり，伝えたりするこ

とで，問題を見出して解決を行う

探求ができている。 

意見の相違に対して代案を示す

などして合意形成し，積極的に社

会（集団）を形成することができ

る。 

多くの善意や支えに気づき，社会

（集団）や自然の恵みに対して

「ありがたい」と感じることがで

きる。 

 学んだことを生かして，よりよ

り人生や社会づくりに貢献でき

ている。 

自己の対人関係や社会（集団）と

のかかわりに対する振り返りが

でき，適切に改善できる。 

他者や社会（集団）に対して，自

分ができることを考え貢献でき

る。また，自己の在り方を振り返

り，適切に改善できる。 
   

研究 

テーマ 
「認知のしくみ」から学習方法を見直す 

～自分で考え，選ぶ，決める授業をめざして～ 

内容等 
全員が研究実践にそった学びづくり案を作成し，授業改善を図る。 

神辺中学校区・市内グループによる研究授業の計画にそって行う。 

めざす授業の姿 

・ＩＣＴを活用して，意見を発信，交流し，自分の思いや考えを表現できる生徒を育

成する。 

・生徒が自ら課題を選択し，取り組むことができる学びをつくる。 

・他者との関わり合い，教え合い，話し合いがあり学びが深化する。 

 

前年度学校関係者評価の主な内容 
〇「子ども主体の学び」全教室展開に取り組み，

児童生徒の「思いや考え」を大事にした多様

な学び方や機会を創造している。 

〇学校行事等の取組の中で望ましい集団づく

りの実現を図り，自己肯定感や自己有用感を

高める工夫をしている。 

●すべての子どもたちに学びを保障し，子ども

の居場所づくりの取組を進めてほしい。 

 

ミッション 

社会の中で活躍でき，貢献できる社会人となるための基礎力の育成 

 
学校教育目標 

自ら学び，共に歩み，夢の実現に向け，努力を惜しまない生徒の育成 
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Ⅳ 目標・取組及び評価指標等の設定と評価                                                

年 
目 

中期経営目標 
重 
点 

分 
類 

短期経営目標 
目標達成に 
向けた取組 

評価指標 

中間評価(10 月１日) 最終評価(２月末) 

□指標に係る 
取組状況 

プロセス 
評価 

達成 
評価 

改善方策 

□指標に係る 
取組状況 

◎短期(中期)経営 
目標の達成状況 

プロセス 
評価 

達成 
評価 

総合 
評価 

改善方策 

1 １ 

生徒自ら「考

え，選ぶ，決め

る」ことを大

切にした，子

ども主体の学

びをつくる。 

★ 新

規 

・生徒の内発的な

動機を高める授

業改善を行う。 

・多様な学習方法

を充実させ，学び

に向かう意欲を

高め，長期欠席者

を減少させる。 

・生徒一人ひとり

の状況等を把握

し，個に応じた学

びを把握し，授業

をすすめる。 

・学習場面で「そ

もそも」「なぜだ

ろう」を意識した

授業をつくる。 

・教室と自宅やほ

っとルームをオ

ンラインでつな

ぎ，学習支援をす

る。 

・自分が「考える，

選ぶ，決める」こ

とを大切にして

いると回答する

生 徒 の 割 合 を

90 ％以上とす

る。 

・授業のなかで

「そもそも何？」

「なぜだろう？」

と思っている生

徒の割合を 90％

以上とする。 

自分が「考える，

選ぶ，決める」こ

とを大切にして

いると回答する

生徒の割合 

…86％ 

授業のなかで

「 そ も そ も

何？」「なぜだろ

う？」と思って

いる生徒の割合

…77.1％ 

３ ２ ・放課後図書館を

自習室として開館

し「学びタイム」

の場の提供とその

取り組みを行う 

・「見る見る見せ

る」の継続 

・授業において発

問，思考する時間

の確保，繰り返

し，の 3 点を重

点的に取組む。 

     

１ ２ 

生徒が安心し

て通うことの

できる学校づ

くりを実現す

る。 

 見

直

し 

・全教室で「安心

安全の場」をつく

り長期欠席生徒

数を減少させる。 

 

 

・長期欠席者ゼロ

実現委員会が中

心となって個別

対応チームを編

成し，ほっとルー

ムを中心に学習

支援や心のサポ

ートを行う。 

・規範意識や集団

の一体感が高ま

るように，生徒が

主体的に作り上

げる行事を仕組

む。 

・新規長期欠席者

の出現率を減ら

す。（現状 5.6％） 

・「学校で安心し

て生活できてい

る」の回答割合を

80 ％以上とす

る。 

・「行事や係，委員

会活動等を通し

て，規範意識が高

まった」の回答割

合を 80％以上と

する。 

・「行事や係，委員

会活動等を通し

て集団の一体感

が高まった」の回

答割合 80％以上

とする。 

・新規長期欠席

者の出現率…

0.7％（4 名） 

 

・長期欠席者の

出現率…3.2％

（18 名） 

 

 

・「学校で安心し

て生活できてい

る」の肯定的解

答…83.9％。 

 

２ ２ ・生徒が安心して

登校できる学校づ

くりを行っていく

ために，「学活」の

時間の充実を図っ

ていく。 

・長欠「0」実現委

員会で SSW や

SC，外部団体との

連携を図りながら

取組みを進める。 

・QU アンケート

を活用して，各学

級の実態や生徒一

人一人の実態把握

に努めていく。 

・ICT を活用しな

がら学校とのつな

がりを確保する。 

     

福山市立 神辺中学校 
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５ ３ 

地域貢献がし

たいと思う生

徒を育成す

る。 

 継

続 

・地域について知

り，地域を大切に

思う生徒を育成

する。 

 

・他者のために動

いたり，役立ちた

いと思ったりす

る生徒を育成す

る。 

・地域の方と対話

する機会を設け

て，課題や改善点

を見つけられる

ような学びをつ

くる。 

・学級や部活動，

地域の活動など

で生徒が貢献で

きるような場を

設定する。 

・「自分が住んで

いる地域のため

に何か行動して

いる」と考える生

徒の割合を昨年

度よりも増やす。

（現状 60％） 

・「人の役に立っ

ている」と回答す

る生徒の割合を

増やす。 

（現状 70％） 

・「自分が住んで

いる地域のため

に何か行動して

いる」…49％ 

 

・「人の役に立っ

ている」…66％ 

「自分にはいい

ところがある」

…71％ 

３ ３ ・11 月に防災・減

災 DAY を企画し

ており，その継続し

合取組みとして，校

内のボランティア

を計画し地域や家

庭で行動するきっ

かけとしたい。 

 

     

５ ４ 

信頼される学

校を目指す。 

 見

直

し 

・開かれた学校を

目指し，確かな情

報を公開できる

よう取り組む。 

 

・ホームページを

更新したり，学年

学級通信等で情

報を公開したり

する。 

・保護者アンケー

トから，「学校の

様子がよくわか

る」と回答する保

護者の割合を８

０％以上とする。 

・学校 HP が更新

できる教職員が少

なかったため夏休

み中に研修を行い

適宜更新できるよ

うにした。（学校の

様子がよくわかる

…61.4％） 

・学校だより，学

年，学級通信の発

行だけでなく，ICT

を活用した会議や

情報の提供を行っ

た。 

3 

 

３ ・これまでの取組

を継続しつつ，保

護者のニーズを応

えられる情報や時

期を精査する。 

 

・開かれた学校図

書館運営を検討す

る。 

     

１ ５ 

時間外勤務に

ついて意識

し，時間外勤

務を減らす教

員を育成す

る。 

 新

規 

・新規の病休者を

０にする。 

・教育課程の見直

しや自分の仕事

の優先順位を考

え，時間外勤務を

減らす。 

・時間外勤務で

45 時間未満を

100％めざす。 

・「忙しいと感じ

ているが，新しい

ことに取り組む

余裕がない」教職

員を 50％以下と

する。（100NEN

アンケート現状

77％） 

・45 時間以内…

38％（4 月）⇒

59％（9 月）改善

傾向にある。 

・「新しい事に取

組む余裕がない」

…82.1％だが，

「失敗を恐れず，

挑戦することがで

きる」…89.3％で

あり，全てはでき

ないが，挑戦して

いる。 

2 

 

３ 

 

・計画的に業務が遂

行できるよう行事予

定を早めに提示す

る。 

・時間が必要なこと

と不要なことをさら

に精査するための検

討会議を行う 

・ICT の効果的な活

用を図っているが，

さらに効果的な活用

方法を模索する。 
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[プロセス評価の評価基準] 

評点 評価基準 

５ 
取組の目的に対する共通理解が顕著に認められ，状況の変化，
問題が生じた際は，協同的な課題解決が十分に図られた。 

４ 
取組の目的に対する共通理解が認められ，状況の変化，問題が
生じた際は，協同的な課題解決が概ね図られた。 

３ 
取組の目的に対する共通理解が一定程度認められ，状況の変
化，問題が生じた際は，協同的な課題解決がある程度図られた。 

２ 
取組の目的に対する共通理解が認められ難く，状況の変化，問
題が生じた際の協同的な課題解決があまり図られなかった。 

１ 
取組の目的に対する共通理解が認められず，状況の変化，問題
が生じた際の協同的な課題解決が図られなかった。 

 

[達成評価の評価基準] 

評点 評価基準 

５ 
目標を大幅に達成し，十分な成果をあ
げた。 

４ 
目標を概ね達成し，望ましい成果をあ
げた。 

３ 
目標をある程度達成し，一定の成果をあげ
た。 

２ 
目標を下回り，成果よりも課題が多か
った。 

１ 
目標を大きく下回り，成果が認められ
なかった。 

 

[総合評価の評価基準] 

評点 評価基準 

５ １００％以上の達成度 
十分に目標を達成でき
た。 

４ 
８０％以上１００％未満
の達成度 

概ね目標を達成できた。 

３ 
６０％以上８０％未満の
達成度 

ある程度目標を達成でき
た。 

２ 
４０％以上６０％未満の
達成度 

あまり目標を達成できな
かった。 

１ ４０％未満の達成度 
目標を達成できなかっ
た。 

 


